
企
部
古
蹟
志
巻
九

例
制
の
谷
か
と
い
う
て
泌
を
も
止
め
‘
小
立
町
場
合
寺
は
年
間
出
念
頃

な
り
し
程
K
、
新
総
主
級
み
け
る
。
岩
倉
寺
の
法
印
来
り
て
座
敷
の

床
に
本
雄
を
懸
け‘
壇
を
舵
り
て
い
と
懇
に
新
麟
加
持
せ
ら
れ
け
り
。

共
の
夜
よ
り
筑
分
迫
L
K

宜
し
く
、
這
付
本
復
せ

H
o
而
し
て
十
年
許

も
立
ち
て
屋
根
普
剛
耐
を
す
る
。
元
総
三
年
の
大
火
事
以
後
仮
小
屋
鉢

の
事
な
れ
ば
、
誕
茸
K
て
あ
り
し
を
取
り
ま
く
り
け
れ
ば
‘
床
の
天

井
と
屋
狼
と
の
聞
に
議
と
土
と
を
蜘
閥
抗
叫
め
た
る
所
あ
り
。
共
の
中
に

長
一
尺
許
の
純
の
形
た
る
白
川
U
あ
り
。
赴
は
い
か
な
る
物
や
ら
ん
と

取
り
て
評
判
す
る
に
‘
十
年
許
以
前
陀
菅
丞
煩
ひ
け
る
は
、
此
の
存

鉢
来
っ
て
身
中
の
血
E
吸
ひ
た
る
に
決
し
け
り
。
岩
倉
寺
法
印
析
結

の
時
‘
則
ち
床
K
本
命
を
懸
け
ら
れ
し
程
K
.
疑
も
な
く
明
王
の
純

陀
懸
り
し
物
也
。
陰
徳
の
穏
と
そ
砕
有
け
れ
.
共
の
蛇
骨
は
卸
ち
岩

倉
寺
K
約
め
、
子
ν
今
あ
り
。
長
さ
一
尺
許
の
白
骨
K
四
足
有
ν
之
と

た
り
。
O
山
崎
氏
邸
地

此
の
地
は
、
波
北
町
寺
の
隣
地
に
て
.
止
回
一
は
山
崎
氏
の
下
邸
主
り
し
を

中
古
よ
り
山
崎
氏
此
の
地
内
に
居
住
せ
ら
れ
け
り
。
延
貨
の
金
棒
聞

に
、
山
崎
庄
兵
衛
と
紀
縦
し
、
前
口
七
十
間
・
東
側
四
十
七
問
一
尺
、

蛍
寺
段
長
寸
六
年
忙
山
崎
閑
知
建
立
被
ν
致
.
究
永
十
二
年
之
友
迄
山

崎
長
門
下
屋
敷
之
内
陀
宥
ν
之
成
.
同
年
秋
御
問
地
K
相
成
り
.
来
野

へ
移
郎
仕
。
と
あ
り
。
右
下
屋
敷
も
同
地
に
て
、
能
長
十
六
年
に
下

屋
敷
地
脇
は
る
に
付
い
て
.
共
の
地
内
K
一
寺
建
立
あ
り
た
る
た
ら

ん
か
。
但
し
餐
智
院
由
来
性
K
、
疋
保
三
年
限
川
長
門
上
ゲ
地
町
民

て
寺
地
奔
倒
す
。
と
見
b
た
る
長
門
上
d
q

地
町
は
‘

今
川
時
馬
町
の
袈

な
る
長
門
町
の
地
へ
か
け
、
い
に
し

へ
山
崎
長
門
の
下
邸
な
り
と
も

い
へ
れ
ば
、
陸
長
十
六
年
陀
賜
は
る
下
屋
敷
の
地
は
此
の
地
た
る
K

ゃ。O
山
崎
閑
務
傷
賂

山
崎
氏
は
、
本
姓
赤
松
氏
な
り
。
申
棋
譜
序
に
一
苫
ふ
。
共
先
山
川
ι
於
村
上

帝
↓
回
一
-
一
某
平
親
王
コ
主
之
子
孫
在
一
-一一
括
刷
出
-
者
鵠
a
赤
松
氏
芯
叫一日
後
程
醐
帝

之
時
-
天
下
大
飢
.
赤
松
回
心
奥
a
共
子
純
資
氏
純
・
則
前
・
氏
純
↓
並

以
昌雄
材
大
耐
町
一期一-於
天
下
↓
及
=足
利
氏
之
妥
↓
赤
松
之
後
世
往
々
散
一-

底
於
民
間
4

氏
範
之
孫
有
n
肥
前
次
郎
者
吋
居
a
於
山
城
山
崎
之
邑
↓
途

以
銅山
崎
町
筋
ν
氏
.
至
a
於
肥
前
次
郎
七
枇
孫
山
附
長
時
↓
始
仕
昌
明
倉
氏
-

翁
a
大
夫
-執
n
闘
政
↓

以
及
t
共
孫
吉
出棋

士回延
吋
一
将
兵
制
桜
之
際
a

克
忠

克
批
a

百
政
不
』
挫・

卒
能
以
ν
死
粁
ν
難
・
奥
v
図
存
亡
d

及
=高
組
関
脇
刷
品
柄
吋

金
滞
古
政
志

品也

九

五
四

西
側
八
十
三
間
五
尺
二
寸
と
あ
り
。
地
内
K
O棋
士
も
居
位
し
.
山
崎

家
中
と
呼
べ
り
。
脱
落
の
際
町
名
を
立
て
山
崎
町
と
す
。
但
し
古
書

忙
見
ね
た
る
山
崎
町
と
混
十
べ
か
ら
十
。
按
宇
る
K
、
此
の
下
邸
は
、

民
長
十
六
年
九
月
央
村
河
内
守
等
よ
り
屋
敷
車
中
行
滋
野
将
監
等
へ
の

移
住
民
左
の
如
く
服
せ
た
り
。

御
家
中

下
屋

敷

一
向
七
千
石

て
内
町
二
反
体

山

崎

市

正

(自
飴
之
人
々
時

nm之
↓)

右
中
納
骨
制
緩
御
稔
之
並
に
歩
制
金
付
可
v
泣
皆
、
筑
前
核
就
a
御
持
品
-
如
ν

此
候
。
以
上
。

亥
三
月
甘
三
日

奥

村

河

内

守

篠

原

出

羽

守

杭

山

山

披

守

浅
野
将
旋
等
五
人
宛
名

右
下
屋
敷
凶
町
二
反
牛
と
あ
る
も
の
・
則
ち
此
の
小
立
野
の
地
に
て

脇
は
り
た
る
K
や
o
然
る
に
山
崎
氏
家
総
減
少
K
随
ひ
‘
共
の
地
坪

も
減
少
し
.
m幽に
成
り
た
る
な
ら
ん
。
泉
寺
町
常
松
寺
向
来
空
民
、

以
昌男
武
之
材
-滋旦
於
群
雄
之
間
↓
群
雄
争
勝
腕
ν
之
如
二
敵
閤
吋
最
後

我
尚
徳
公
招
而
致
昌之
地
下
吋
自
h
t
同時
a

仕
三
世
↓
接
見

zm任
↓
毎
主師

尚
一必
使
五制
以
a時
制
兵
-筋
品
川
軍
将
h

詳
不
・先
笠
p伊
陣
恭
一勝
一
政
吋
自
品

元
利
之
後
大
坂
平
定
吋

天
下
諸
侯

罷
'
兵
就
v
鴎
"
我
微
妙
公
念
弘
嗣
有
v

功
一-
一
一
好
於
図
↓
予
昌之
厚
株
↓
加
一之
殊
柏
町
↓
及
a
共
子
弟
医
駒
田
英
ν
不
a
登
府
-

-

Z
L
K

‘
と
あ
り
。
吉
一
州
芯
鎚
義
除
考
花
、
山
崎
長
鋭
は
庄
兵
衛
と
統

し
、
叉
長
門
、
後
関
術
と
放
す
。
も
と
朝
合
氏
の
士
也
。
議
長
滅
亡

の
後
.
柳
v
孤
陣
の
頃
我
が
公
民
仕
今
後
一
応
七
千
石
を
脇
ム
。

閥
郎
大
金
陀
‘
山
崎
長
門
は
元
山
披
図
山
崎
の
品
川
安
陀
し
て
、

家
紋

も
泊
簡
の
形
を
用
ふ
と
い
ひ
、
モ
れ
に
種
々
の
評
論
を
殺
す
。
来
遜

ま
業
亦
温
う
て
之
を
貨
に
す
o
A
E
戟
図
の
諺
亡
ν
論
者
也
と
い
へ
り
。

関
燃
は
能
長
丸
年
に
致
仕
し
.
寸
六
年
に
歪
り
剃
髪
し
て
閑
郷
と
鋭

す
。
長
剛
山
庄
兵
術
は
、
父
に
先
立
ち
校
す
。
二
男
阿
波
へ
一

関
五
千

石
を
談
る
属
、何
誌
も
ま
た
先
立
ち
即
日
す
。
放
に
三
男
長
門
長
常
へ
怒

る。

nM
山
崎
氏
の
組
な
り
。
米
子
を
笑
浪
と
云
ふ
。
関
知
脱
年
庄
兵

術
長
鋭
の
名
開閉
世
相
戸
設
に
怒
り
.
関
節
卒
後
隠
居
料
二
千
石
を
限
り

た
り
。
A
拡
大
型
寺
務
士
山
崎
氏
の
組
也
と
。
問問
屋
政
務
の
古
兵
談
に、

山
崎
閑
燃
は
行
年
六
十
七
援
に
て
元
和
七
年
陀
病
死
せ
り
。
天
正
十

五
E 




